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新しい事業の状況と今後の展望
  －この 2 年間の総括－

公益社団法人　新潟県理学療法士会　　　
副会長　中　山　裕　子　

　会員の皆様、平素より県士会の活動にご理解ご協力を賜りまして誠にありがとうござ
います。27 年度に佐藤新会長が就任され、わたくしも副会長の大役を任ぜられました。
どの程度会長を補佐することができていたのか反省することばかりですが、皆様に支え
られてこの 2 年間を過ごしてまいりました。この場をお借りして御礼申し上げます。

　さて、27 年度より理事会組織を再編し、会長により大きな目標と 7 つのシステム構築が掲げられ、それに沿った各
部署の役割や目標、アクションプランを明確化し活動してまいりました。（178 号にその抜粋したものを掲載させてい
ただいております。）ここでは新規事業の状況と今後の課題や展望を中心に 2 年間の総括をご報告したいと思います。
　事務局：新たに 2 つの部を設けました。地域包括ケアシステム推進部は現在のリハビリテーション界の進むべき一
つの方向性である地域活動を推進する部です。市町村事業や個別ケア会議への会員の派遣を目指すという大きな目
標を掲げました。しかし、理学療法士だけでは市民のニーズに応えられないことは明らかです。そこで、作業療法士
会、言語聴覚士会と合同で新潟県リハビリテーション専門職協議会を設立しました。2 か月に 1 度、3 士会の会長お
よび関係理事をメンバーとする会議が行われ、情報共有を図っています、今後はこれまでの活動に加え、3 士会合同
での研修会の企画、開催や介護予防マニュアルの作成などを進めてまいります。もう 1 つの新しい部は就業支援部です。
就業に関する諸問題の抽出を目標に活動を始めました。会員の皆様へアンケート調査を行い、その結果からさらに次
の調査へ進んでいます。活動の方向性がようやく見え始めた状況ですので、会員の皆様のご意見を伺いながら発展し
てゆきたいと考えています。
　学術局：スポーツ活動支援部を新規に設けました。スポーツ支援の活動ができる会員の発掘と育成を目標にしてお
ります。スポーツに関する研修会や県内で行われた競技大会のサポートを始めています。多くの会員の皆様に参加い
ただきました。今後は、これまで個人やグループで活動されてこられた会員の皆様のお力もお借りして、活動範囲の
拡大とスキルアップを目指してゆきたいと考えます。
　社会局：ブロック事業部を設け、上越、中越、下越ブロック長を任命させていただきました。ブロック事業の推進
が目標でありましたが、その事業を会長、副会長が明らかにすることができなかったため、不明瞭な点があったと思
います。この場をお借りしてお詫び申し上げます。29 年度からはこの事業に関しては特に尽力してまいりたいと考え
ております。
　これ以外の数多くの継続事業もさらにパワーアップすることができた 2 年間であったと思っています。公益社団法
人として、社会のニーズに応えられるようなより洗練された団体を目指し努力してまいりたいと思います。会員の皆
様のご協力をお願い申し上げます。



― 2 ―

魚 沼 市 医 療 公 社 　 魚 沼 市 立 小 出 病 院

　当院は、平成 27 年に新潟県魚沼地域の医療再

編成計画に沿って、県立小出病院から魚沼市立小

出病院としてスタートしました。その他に系列施

設として訪問看護リハビリテーションさくらと堀

之内医療センターがあります。まだ小出病院自体

は一部建設途中ですが、新たな形となり、魚沼基

幹病院との役割分担や機能連携のもと、初期医療

や初期救急医療、入院医療、在宅医療を提供しています。また、地域の医療機関との連携を図りながら、地

域密着型の病院として地域住民の暮らしを支える中心的

な役割を担っています。そして今年３月に魚沼市立堀之

内病院の療養病棟が廃止となり、４月から新たに小出病

院が引き継ぎました。

　当院からは春夏秋冬の魚沼の山々や自然の景色を見る

ことができます。その風景にスタッフや患者さんともに

癒されています。魚沼市医療公社には PT ９名、OT ３名、

ST ２名の 14 名が所属しています。主に内科、整形外科

疾患を中心に一部急性期から、主に回復期、維持期を担

当しています。魚沼基幹病院と堀之内医療センターと連携して、リハビリテーションを急性期から維持期ま

で、魚沼で完結することを目指しています。そのため現在、平日だけでなく土日、祝日もリハビリを提供し

ています。また、センターに様々な機器やパワーリハビリテーションが行えるトレーニングマシンを導入し

ています。患者さんには毎日リハビリを提供できる環境となっており、患者さんも懸命に臨んでくれています。

まだ新しい病院ではありますが、スタッフ一同頑張っています。

　病院紹介動画　https://www.youtube.com/watch?v=2ReZU9h6PWQ

職場紹介１
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聖　園　病　院

　当院は新潟市西区の海側に位置し、防

砂林の松林を背にしています。病院の建

物の周囲は木々や花々の植え込みが多

く、桜やバラ、秋の紅葉などで季節を感

じることが出来るのが特徴といえます。

こののどかな環境は、療養生活を送る患

者様やそのご家族、そして職員を癒して

くれるものとなっています。

　当院の歴史を遡りますと、昭和のはじ

めに結核が不治の病として蔓延していた

ころ、カトリックの神父が結核患者さんのために始めた施設が当院の前身として辿ることができます。その後、

昭和 35 年に一般病棟を開設して聖園病院という名称になりました。現在、経営にカトリック団体は関係して

いませんが、当院の建物のそばにはカトリックの聖堂と修院があり、昔の名残を感じさせてくれます。近年

の時代の流れで療養型病棟や老人保健施設「みそのぴあ」、指定居宅介護支援事業所「みそのケアプラン」が

開設され現在に至りました。

　ベッド数は医療療養病棟 40 床、介護療養病棟 152 床の計 192 床。リハビリ科はＰＴのみの５名で、療養

病棟の入院リハ、整形外科の外来リハ、訪問リハを行っています。訪問リハビリには併設の老健みそのぴあ

のＰＴ、ＯＴ、ＳＴも兼務しています。

　理念は「他者への思いやり」や「和やかな気持ち」

を基調としており、３つの事業所で、主に介護が

必要な高齢者に対応した事業を展開しています。

職場紹介２



― 4 ―

リレーエッセイ １

　　「私の好きな休日の過ごし方」
ながおか生協診療所　リハビリテーション科　横　山　未　咲　

　最近は休日にカフェに行き、読書をする事が私の癒しの時間になっています。テレビ等でも多く紹介
されるように最近のカフェは志向を凝らした物が多く、毎回どこに行こうかと考えるだけで楽しくなり
ます。インターネットで調べて行ってみると、その土地の新しい発見も多くあります。
　カフェで読書をするようになってから、本を沢山読むようになりました。読書を快適に出来るよう
に、読書専用のタブレットを購入しました。持ち運びの手軽さや、読みたい本を時間や場所にとらわれ

ず読めるのが気に入っています。
　以前はカフェで読書というのは、人目
が気になって落ち着かなかったのです
が、慣れてしまえば抵抗感もなくなりま
した。今後も様々なカフェに行って、美
味しいものを食べながら読書を楽しみた
いと思います。
　次は、岩室リハビリテーション病院の
永井理沙さんです。よろしくお願いしま
す。

リレーエッセイ ２

　　最近のお気に入り
長岡西病院　小　越　　　恵　

　子供のころはそんなに興味がなかったのですが、最近グミにはまっています。中でもコンビニなどで

よく見かけるピュレグミはお値段もお手軽な事もありお気に入りのグミです。しかし、それ以上にお気

に入りなのは東京駅グランスタにある『ヒトツブカンロ』で販売しているピュレショコラティエという

商品。美味しさだけでなく、そのパッケージのかわいさもあり、お店に立ち寄った際にはつい多めに

買ってしまいます。他にもお店にはグミッツェルなどグミ好きにはたまらない商品が多々あります。し

かも行くたびに期間限定商品などもあり、ついつい財布のひもが緩んでしまいます。懐具合に気をつけ

ながらこれからも新商品はチェックしていこうと思います。

　次は長岡赤十字病院の鈴木雅俊さんです。よろしくお願いします。



― 5 ―

新潟医療センター　　梨本　智史
　３月 19 日（日）、看護リハビリ新潟保健医療専門

学校にて開催されました第 30 回新潟県理学療法士

会技術研修会に参加してきました。西大和リハビリ

テーション病院の生野公貴先生を講師にお招きし

て、「脳卒中後運動障害に対する電気刺激の理論と

実際」との内容でした。

　講義・実技を通して、最新の神経生理学的効果や

臨床介入効果を聞くことができ、脳卒中だけでなく、

運動器や廃用症候群などの患者様にも応用可能な内

容であったと思います。電気刺激は設定さえきちん

と行えば、誰でも同様の効果を得られる治療技術で

あると思いますので、今後臨床症例に応用しながら、

効果検証等も行っていければと感じています。

　最後に今回の研修会開催にあたり尽力くださった

スタッフの皆様に感謝申し上げます。ありがとうご

ざいました。

――――――――― 研修会参加記 ―――――――――

看護リハビリ新潟保健医療専門学校

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通2-28-27
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp
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平成28年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第５回理事会議事録

場　所：公益社団法人　新潟県理学療法士会事務局
日　時：平成29年２月12日（日）10：00〜15：07
出席者：�佐藤成登志、中山裕子、深川新市、五十嵐

進、郷貴大、風間美子、太田智英、堀川武
範、上路拓美、大野智也、髙鳥真、立石
学、飯田晋、柳保、大島治

　　　　監事：剱物充、佐藤雅浩
欠席者：�田中健、高橋利一、松林義人、桑原勇
　　　　相談役　小林量作
議題・報告事項

１．会長挨拶
２．平成28年度各部１、２月期事業報告について
３．平成29年度各部事業計画案・予算案について
会長挨拶

　２月７日県監査が無事に終了した。大きな問題な
く、大変よくやっているとのお褒めの言葉を頂いた。
　１期２年が終了する。概ね80％の達成率であった。
平成28年度各部１、２月期事業報告

①　スポーツ支援部より水球大会のサポートに関わ
ることが可能となったため、参加者を募集したと
の報告があった。

②　財務部より２月７日県監査が終了したとの報告
があった。活動・会議等の費用請求書に代表者の
部局長名を入れ、議事録に参加者名を入れるよう
に指摘があった。

③　就業支援部より管理者アンケートを郵送したと
の報告があった。

④　地域包括ケアシステム推進部より第６回リハビ
リテーション専門職協議会が開催され、協議会の
運営資金は地域リハビリテーション推進連絡会の
資金を使用することとなったとの報告があった。

平成29年度各部事業計画案・予算案

①　ブロック別活動の構築と実施（学術、地域包括
ケア、公益事業、災害対策）� （理事会承認）

②　学術誌部より優秀論文審査規定および細則につ
いて提案された。� （理事会承認）

③　新規に作成した祝電申込書をメールにて事務局

に送り、祝電依頼を行うこと。� （理事会承認）
④　スポーツ活動支援部の水球大会参加者につい

て、無報酬だが交通費等の支払いを県士会で負担
できるか検討する。� （理事会承認）

⑤　平成29年度総会は第99回研修会と同時開催と
し、６月25日看護リハビリ新潟保健医療専門学校
において14時45分から17時までとする。

� （理事会承認）
⑥　求人広告の掲載については検討課題とする。
⑦　リハビリテーション専門職協議会として３士会

から知事へ要望書を提出する。� （理事会承認）
⑧　新人教育プログラムを上、中、下越ブロックで

開催。講師を各ブロック長、学術部員、各地区の
理事へ依頼する。� （理事会承認）

⑨　介護予防、健康増進キャンペーンが100回記念
研修会と同日の７月９日となった。今年度は上、
中、下越の３会場同時開催は困難。会場の検討が
必要。

⑩　役員功労賞について深川副会長が対象となる。
� （理事会承認）

⑪　定款細則について理事会、部会の６時間以上の
会議で日当6,000円を追加した。� （理事会承認）

⑫　平成29年度予算では助成金と入会金が変更とな
り、150万円の助成金と100円×会員数となった。

⑬　学会など事業支出や災害対策を目的に県士会積
立金を毎年計上し、200万円程度とする。理事会
は承認した。

⑭　理学療法連盟と共催で診療報酬同時改定の研修
会を４月23日に開催する。

　次回理事会　平成29年４月15日（土）　新潟県理
学療法士会　事務局　にて開催
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平成29年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第１回拡大理事会議事録

日　時：平成29年4月15日（土）　13：00〜17：50
場　所：新潟県理学療法士会事務所
出席者：�佐藤（成）、深川、中山、五十嵐、郷、
　　　　風間、太田、堀川、大野、上路、
　　　　髙鳥、立石、飯田、柳、松林、大島
　　　　監事　剱物、佐藤（雅）　
　　　　相談役　小林
（オブザーバー）ブロック長：松本、山本　
　　　　　　　　災害リハ：小野塚、小林、棚橋
欠　席：田中、高橋、桑原　
会長報告

・�平成27、28年の２年にわたり、７つのシステムを
構築し「見える化」を進めてきた。

　�概ね80％が達成できたが、会員の意見を聞くとい
う双方的なシステムは十分進められなかった。今
後の課題である

・会長行動が報告� （理事会承認）
副会長報告

・各副会長行動が報告� （理事会承認）
各部局平成28年度活動報告

（総務部）
・活動報告� （理事会承認）
（厚生部）　
・活動報告� （理事会承認）
（就業支援部）
・活動報告� （理事会承認）
（地域包括ケア推進部）
・�訪問リハビリテーション便覧は毎年状況が変わる

ため、冊子は作らないこととする。
　�データベースとして残してＨＰで閲覧できるよう

に検討。
・�介護予防マニュアルの６月完成は困難な状況。今

後ワーキンググループで話し合い。
・�３士会での地域ケア会議を上越（７/30）中越

（８/20）下越（８/19）で開催予定
・�フレイル克服プロジェクトは中山副会長が参加

し、情報収集を行う。
・その他活動報告� （理事会承認）
（学会研修部）　

・活動報告� （理事会承認）
（生涯学習部）
・活動報告� （理事会承認）
（学術誌部）
・医中誌webを平成29年２月に契約締結した。
・その他活動報告� （理事会承認）
（スポーツ活動支援部）　　
・�３/17～20　第３回全日本ジュニア水球競技選手

権大会（柏崎市）に17名の会員が参加
　述べ77名の選手に対応　
・その他活動報告� （理事会承認）
（広報部）
・�メルマガ登録　100件　１週間に１回程度の配信

を目指す。
・その他活動報告� （理事会承認）
（公益事業部）
・活動報告� （理事会承認）
（保険部）
・疑義解釈が３/31に出た。
・その他活動報告� （理事会承認）
（渉外部）
・組織代表者候補の活動支援
・�新潟県災害リハビリテーション協議会理学療法部

門� 小野塚さんより報告
・�新潟県災害リハビリテーション協議会に役員とし

て参加した。
・その他活動報告� （理事会承認）
（ブロック事業部）
・活動報告� （理事会承認）
（表彰委員会）
・活動報告� （理事会承認）
（財務部）
・収支決算書　
　収益：20,579,681円　支出：20,209,070円
　�貸借対照表・資産の部・未収会費については退会

会員への対応基準の変更に伴い、102,500円　損金
処理が発生した（会計会社確認済）。

� （理事会承認）
（平成28年度監査報告）
　４/８　９：30～17：30
　監事：佐藤、剱物
　財務：太田、堀川（於：事務局）
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＊監査資料について
・�予算執行が大幅に増えている部局があり、予算編

成の精度の向上をお願いする。
・�交通費等の請求がなされた際、会議の議事録の提

出を徹底する。
・�学会研修部で返金処理が行われた際、記録が不十

分な部分を認めます。
　�現金の動きが確認できるよう現金出納帳の運用を

検討する。
協議事項

・29・30年度　組織図について
　ブロック運営委員会（重点課題項目）
　　�生涯学習担当、地域包括担当、公益事業担当、

災害対策担当
　　社会局　→　社会職能局
　　地域包括ケアシステム推進部、就業支援部
　　事務局　→　社会職能局へ移行
・補充する理事の予定者　
　小林、高鳥、立石、大島、高井� （理事会承認）
・特別委員会の設置� （理事会承認）
　障がい児・者支援委員会　剱物委員長
・�災害リハビリテーション協議会　→災害対策委員

会に名称変更� （理事会承認）
・�予算の執行は　障がい児・者支援委員会は総務

部、災害対策委員会は渉外部

　ブロック運営委員会は各部局からとする。
� （理事会承認）
・ブロック運営委員会
　�新人研修会　
　上・中越　７/２（星稜リハビリテーション学院）
　下越　７/16（新潟医療福祉大学）
　公益事業部　�７月の介護予防キャンペーンはブ

ロックで行う。
・総会について　　
　�看護リハビリ新潟保健医療専門学校　看護棟５階

　講堂　14：45～
平成29年度事業計画（案）追加分
（災害対策委員会）
災害リハビリテーションマニュアルの周知も必要
� （理事会承認）
（公益事業部）
・�理学療法週間の高校生見学は今後、県内高校と各

施設に案内を出し、高校から直接施設に依頼して
もらい、その後の対応は施設に任せる。

　�規定の報告書を作成し、施設から公益事業部へ提
出してもらう。� （理事会承認）

次回理事会　平成29年６月25日（日）12：00～　看
護リハビリ新潟保健医療専門学校

学術局学会研修会だより
学術局担当　髙　鳥　　　真

　会員の皆様には平素より学会・研修会の活動にご

理解とご協力をいただき誠にありがとうございま

す。 新年度を迎え２ヶ月が経過し、新たな環境に

も少し慣れてきた頃でしょうか。

　さて、公益社団法人日本理学療法士協会（以下、

協会）への入会はお済みでしょうか。協会では、会

員の知識・技術・資質の一層の向上、ならびに国民

の健康・医療・リハビリテーションの向上に務める

べく、卒後からの系統的な生涯教育の一貫とするこ

とを目的に、「生涯学習システム」を運用しており

ます。新人理学療法士の方で、入会が未だの方は早

目に入会手続きを完了してください。入会後に配付

される、会員証があるとスムーズに研修会での受講

ポイトン申請が可能です。また、平成28年度以前の

入会会員で新人教育プログラムの単位をすべて履修

した方は、協会ホームページのマイページで修了申

請してください。修了申請せずに受講した研修会は、

生涯学習ポイトンとして認められません。さらに修

了申請と同時に専門部会への登録をお願いします。

登録することで、専門・認定理学療法士制度へ移行

します。
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平成29年度研修会予定　
日　程 研修会 テーマ/講　師 会　場

6 月25日
第99回研修会
総会同時開催

「高齢者に対する運動処方〜フレイル・サルコペニアを中心に〜」
山田実先生（筑波大学大学院人間総合科学研究科）
 ＊新プロ同時開催

看護リハビリ新潟
保健医療専門学校

7月2日
新人研修会
上中越ブロック

新プロＡ１～5
講師：理事　他

晴陵リハビリテー
ション学院

7月9日
第100回
記念研修会

「慢性疼痛の治療革新！慢性疼痛リハはここまで変わった」
松原貴子先生(日本福祉大学)

朱鷺メッセ

7月16日
新人研修会
下越ブロック

新プロＡ１～5＋Ｄ4
講師：理事　他

新潟医療福祉大学

8月27日
スポーツ支援部
主催研修会

「膝靭帯再損傷予防のための術前・術後アスレチックリハビ
リテーション」 
相澤純也先生（東京医科歯科大学スポーツ医歯学センター）

晴陵リハビリテー
ション学院

9月16・17日
理学療法講習会
基本編①

「動作分析－表面筋電図を用いた多関節運動連鎖における筋
の質的機能評価－ 」
加藤浩先生（九州看護福祉大学）

看護リハビリ新潟
保健医療専門学校

10月28・29日 第26回県学会

「予防理学療法の展開　―理学療法士にしかできない地域貢献―」
大会長：高橋明美（新潟リハビリテーション大学）
主な内容：
特別講演　山口晴保先生（認知症介護研究・研修東京センター）
教育講演　古名丈人先生（札幌医科大学）
セミナーⅠ　渡辺　学先生（北里研究所メディカルセンター）
セミナーⅡ　蒲田和芳先生（広島国際大学）
セミナーⅢ　浅川康吉先生（首都大学東京）
シンポジウム　小林量作先生（新潟医療福祉大学）
　　　　　　　田中正栄先生（新潟県健康づくりスポーツ医科学センター）
　　　　　　　小林麻衣先生（晴陵リハビリテーション学院）
ミニレクチャー　調整中
演題発表　　　　演題受付中　～6月23日締め切り
市民公開講座　　重森健太先生（関西福祉科学大学）

朱鷺メッセ

11月12日
理学療法講習会
基本編②

「介護予防としてのロコモ対策、フレイル対策の実際　～地
域包括ケア活動マニュアルの活用～」
小林量作先生（新潟医療福祉大学）

晴陵リハビリテー
ション学院

12月2・3日
理学療法講習会
応用編①

「非特異的腰痛に対する理学療法の理論と実際」
佐藤成登志先生・神田賢先生（新潟医療福祉大学）　

新潟医療福祉大学

平成30年1月
第32回
技術研修会

調整中 調整中

2月11・12日
中越ブロック
主催研修会

テーマ調整中/講師：鈴木俊明先生（関西医療大学） 調整中

2月17・18日
理学療法講習会
応用編②

「徒手的理学療法　－頸椎・上部胸椎の評価治療とクリニカ
ルリーズニング－」藤縄理先生（埼玉県立大学）/荒木茂先生
（石川県立明和特別支援学校）

看護リハビリ新潟
保健医療専門学校

3月 第101回研修会 調整中 調整中

（５月現在）
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　原則として参加承認後のキャンセルに伴う返金は
出来ません。また、参加費の支払いをせずに欠席さ
れた場合でもご入金頂く場合がございます。あらか
じめご了承ください。
　入会申請後に会員証がお手元に届いていない方で
も会員番号がわかれば会員扱いとして研修会へお申
し込みいただけます。その場合は、県士会HPから

お申し込みください。ただし、入会申請中の方でマ
イページのIDならびにパスワード発行から３ヶ月以
上経っても会費納入の確認ができない場合、順次会
員権利が停止となります。その場合、申請中であっ
ても「会員外」扱いとなります。ご注意いただき、
かさねてご了承ください。

☆研修会申込み後のキャンセルについて
　ご注意ください！ 研修会申込み後のキャンセル
については返金ができません。
　決済代行機能の利用に伴い、協会の決済後のキャ
ンセルついては返金ができませんのでご了承くださ
い。申し込みに際しては、よく検討した上でお申し
込みくださいますようお願い致します。また、止む
を得ず欠席の場合は、キャンセル用アドレスからご
連絡頂きますと幸いに存じます。ご理解とご協力を
お願い致します。

 キャンセル専用アドレス：pt.gakujutu@gmail.com

○研修会 DVD の貸出しについて
　　木戸病院　　江川真司
　　E-mail：rehabilitation@kido-hp.com
○学会研修会関連のお問い合わせ
　　晴陵リハビリテーション学院　　髙鳥　真
　　E-mail：takatori@seiryou-reha.ac.jp
○生涯学習関連のお問い合わせ
　　桑名病院　　田中　健
　　E-mail：ken-pt@mail.goo.ne.jp
○学術誌関連のお問い合わせ　
　　新潟リハビリテーション病院　　立石　学
　　E-mail：nirehp.m-tateishi@aiko.or.jp
○学術局全体のお問い合わせ
　　晴陵リハビリテーション学院　　髙鳥　真
　　E-mail：takatori@seiryou-reha.ac.jp

問い合わせ内容 対　　　応

「協会」と「士会」の区別がわからない
日本理学療法士協会に入会と同時に、所属施設の所在
している都道府県士会会員になります。詳しくは協会
HPの「協会について」をご確認ください

マイページにログインできない
（ID、パスワードを忘れた） 協会へお問い合わせください

新プロ履修中であるか修了しているかわからない
マイページでご確認ください
マイページで確認できない方は生涯学習部までお問い
合わせください

研修会に申込みをしたか覚えていない 返信メールまたはマイページをご確認ください

会員番号がわからない 会員カードの表左下に記載されている８桁の番号です

会員カードがわからない JPTA Membership Card（協会ロゴ入りの緑色の
カード）のことです

以前参加した研修会のポイントがマイページに反映さ
れていない

研修会終了からポイント反映までには２ヶ月程度かか
る場合があります
２ヶ月以上経過しても反映されていない場合は、生涯
学習部までお問い合わせください

　依然、会員の皆様への周知不足が原因と思われる問題がいくつかみられます。研修会に関して、何か分か
らないことがありましたら些細なことでも構いませんので、お気軽にお問い合わせください。
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　新緑がまぶしい季節が過ぎ、梅雨の季節を迎え
ようとしています。新年度が開け、新人の方の入
職、また異動等によりバタバタ過ごす日々が続い
ている方も多いかと存じます。そんなときこそ、
焦らず、落ち着いて過ごせる自分を持ちたいと思
う今日このごろです。皆さんも、どうぞお身体に
はご自愛くださいませ。楽しい夏も間近ですね！
 （Y）

編集後記

 メールマガジン（メルマガ）への登録をお願いします。
　当会では、会員への迅速な情報発信と、ペーパレス化の実現に向けて、メルマガを構築いたしまし
た。平成29年度より、随時情報をメルマガに移行していきます。
　ホームページ右下の「メルマガ登録」をクリックしていただき、氏名・会員番号・メールアドレス
を入力していただくだけで、とても簡単にできます。メルマガは会員に限定した情報を発信するた
め、入力の際はお間違えのないようにお願いいたします。（※会員であることが認証できない場合
は、メルマガの配信を停止いたします。）
　ご協力をお願いします。
　ホームページ：http://nipta.or.jp

ゆきわり草　No.179

編集責任者　松　林　義　人

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
　　　　　　〒958-0053　村上市上の山2−16
　　　　　　TEL（0254）56−8292
　　　　　　FAX（0254）56−8291
　　　　　　E-mail：matsubayashi@nur.ac.jp

医学中央雑誌　収録誌目録2017（特定非営利活動法
人医学中央雑誌刊行会）
平成28年度　患者のための薬局ビジョン推進事業　
報告書（公益社団法人新潟県薬剤師会）
平成28年度地域保健総合推進事業︵報告書︶（公益社
団法人日本理学療法士協会・一般社団法人日本作業
療法士協会）
義肢装具自立支援学　2015　6巻1号・2016　7巻1号
（新潟医療福祉大学　医療技術学部　義肢装具自立
支援学科）
陽光No.17（公益社団法人新潟県健康づくり財団）
JPTANEWS No.305

３　 異動・休会・復会・退会の手続きについて
　異動（休退会含む）が生じ次第、速やかに協会マ
イページより、変更手続きをお願い致します。
　休退会、転出については、年会費の未納がある場
合はお手続きが出来ません。納入確認後にお手続き
をお願いします。※マイページID、パスワード紛失

の場合は日本理学療法士会TEL:03-6804-1421へお問
合せください。
＜自宅会員へのお願い＞
　現在、施設に所属していて自宅会員で申請してい
る方へお願いです。
　所属施設でまとめて郵送物を受け取れますよう自
宅から施設への変更手続きを協会マイページより変
更手続きをお願い致します。

［お問い合わせ］

〒950-0912　新潟市中央区南笹口1丁目1番38号
 コープオリンピア笹口303号
公益社団法人　新潟県理学療法士会　事務局　宛
TEL：025−250−7660　FAX：025−250−7661

（電話対応は月曜〜金曜の 9：00 〜 16：00）
E-mail：jimukyoku@nipta.jp

広報部ニュース


